
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ８月号 
2024年8月発行 

(福)京都基督教福祉会 

桂保育園 

桂ぶどうの木こども園 

月見ヶ丘こどもの家 

あさがお保育室 

 

水あそびやプールあそびなど夏の遊びを満喫している子どもたち。真夏の日差しが園庭を照りつけ、しばらくの間は

暑さとのお付き合いが続きそうです。日照時間の長い夏は、疲れもたまりがちになります。『早起き』→『朝ごはん』

→『早寝』で生活リズムを整えて、しっかり休息をとるように心がけましょう。 

 

汗には体温を調節する大切な役割があり、子どものころに汗をかく機会が少ないと、汗を分泌する汗腺が
働かなくなってしまいます。たくさん遊んで、汗をいっぱいかいた後は、皮膚トラブルにならないように洗って
さっぱりしましょう。毎日着る服も工夫して、夏を快適に過ごせるようにしてあげましょう。 

 

 

① すぐに小児科か皮膚科を受診してください 

特定の抗菌剤を使わないと治らないため、必ず受診して薬

をもらってください。市販薬は症状を悪化させる場合があ

ります。症状が強い場合は、飲み薬が処方される場合もあ

ります。 

② 石鹸で洗って清潔を保ち、お薬を塗ってしっかり   

ガーゼで覆うこと 

石鹸を泡立てて優しく洗い、十分に流して、タオルで乾燥

させます。塗り薬をぬってしっかりガーゼで覆います。家

族内感染もあるので、湯舟には一緒に入らずシャワーで済

ませてください。バスタオルの共用もしないでください。 

③ 園ではシャワーやプールはしません 

とびひは感染力が強いため、学校保健安全法の学校感染症

第三種（その他の感染症）に指定されています。病院で治

療し、患部をガーゼ等できちんと覆って露出しなければ、

基本的に登園はできます。水を介して感染することはあり

ませんが、肌の接触で他の人への感染の恐れがあるためシ

ャワーやプールは禁止です。 

手足口病のブツブツ発疹のあと！要注意ですよ！ 

 

とびひになったら… 



 

≪夏の三大夏風邪って？≫ 

先月は手足口病や溶連菌、ヒトメタニューモウイルスなどの感染症で体調を崩す子どもたちが多くみられました。突然

の高熱などで心配された方もおられたと思います。夏風邪は、どれも特効薬はありません。小さい子どもほど急変して

重症化することもありますので、早めに受診させたり、病後はしっかり休んで、いつもどおりにご飯がたべられるように

回復してから登園させるようにしてください。 
 
※感染症については、登園のめやすをかかりつけ医の意見に従って「登園届」に記入し、登園する日にご提出していただくよう 
お願いします。「登園届」は園にありますので、職員までお声をかけて下さい。また、各園のホームページにも載せていますので 
ダウンロード印刷してご使用ください。 

  

  
                                                                                                      担当：森阪 万季(保健師) 

早寝からはじめるのは難しいですよ！ 

『早起き』から始めてみてください(^^)/ 

お休みの日も平日と同じ時間に起きて 

リズムを崩さないように過ごしましょう 

「おやすみの習慣」をつけてあげましょう。 

部屋を暗くするのはもちろん、絵本を読み

聞かせたり、添い寝をしてぎゅっと抱きしめ

てあげると眠りやすくなりますよ(^^♪ 


